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「
平
成
23
年
度
さ
い
た
ま
市
介
護
支

援
専
門
員
協
会 

合
同
研
修
会
」
は
、

さ
い
た
ま
市
保
健
福
祉
局
福
祉
部
介

護
保
険
課
長　
佐
藤
宗
之
氏
を
は
じ
め
、

講
師
に
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
清

雲
栄
純
氏
を
お
招
き
し
、「
サ
ッ
カ
ー

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
感
動
の
一
瞬
」

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
ず
、
佐
藤
氏
よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
、「
こ
れ
か
ら
も
交
流
の
機
会
を
作

り
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協

会
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
」
を
述
べ
ら

れ
た
。

　

次
に
、
宮
本
会
長
よ
り
行
政
と
の
交

流
会
も
４
年
目
を
迎
え
た
こ
と
、
11
月

11
日
に
介
護
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
地
域
の
方
に
も
よ
り
多
く
ご

参
加
い
た
だ
き
、
福
祉
に
つ
い
て
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
で
も

あ
る
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

等
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　

講
演
は
、
清
雲
氏
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
し
て
人
と
の
関
わ
り
方
、
人
の
見

方
、人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

清
雲
氏
は
、
現
役
時
代
に
日
本
代
表

で
42
試
合
に
参
加
す
る
等
の
活
躍
を

さ
れ
た
後
、
日
本
代
表
の
コ
ー
チ
と
な

り
、
三
浦
知
良
選
手
、
ゴ
ン
中
山
選
手

な
ど
が
活
躍
し
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・

ア
ジ
ア
地
区
最
終
予
選
「
ド
ー
ハ
の
悲

劇
（
１
９
９
３
年
10
月
28
日
、
カ
タ
ー

ル
の
ド
ー
ハ
で
行
わ
れ
た
日
本
対
イ

ラ
ク
の
試
合
）」
に
つ
い
て
話
し
を
さ

れ
た
。

　

他
ス
タ
ッ
フ
か
ら
試
合
の
メ
ン

バ
ー
を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
に
主
要
な

人
の
名
前
を
出
し
た
が
、
監
督
は
活
躍

で
き
て
い
な
い
選
手
を
起
用
し
た
。

　

試
合
後
、監
督
に
理
由
を
尋
ね
る
と
、

人
に
は
「
奮
起
型
」「
逃
避
型
」「
一
点

集
中
型
」「
複
数
同
時
指
向
型
」が
あ
り
、

そ
の
選
手
は
「
逃
避
型
」
で
、
こ
の
ま

ま
自
信
を
無
く
さ
せ
て
し
ま
う
と
今

後
の
本
人
の
為
、
国
に
と
っ
て
も
大
き

な
損
失
と
判
断
し
起
用
し
た
と
の
こ

と
。
起
用
し
た
こ
と
に
よ
り
得
点
を
挙

げ
、
そ
の
後
も
日
本
代
表
、
Ｊ
リ
ー
グ

で
も
活
躍
し
た
。

　

人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
た
性
格
、

個
性
が
あ
る
。
そ
の
個
性
を
見
分
け
、

そ
の
場
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
そ
の
人
に

あ
っ
た
対
応
、
ゆ
っ
く
り
と
見
守
っ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

　

全
て
の
人
に
心
を
開
く
「
オ
ー
プ
ン

マ
イ
ン
ド
」・
相
手
が
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
を
聞
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
用
い
、
自
分
の
知
識
を
教
え
る

の
で
は
な
く
、
答
え
等
を
導
く
こ
と

平
成
23
年
度
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
　
合
同
研
修
会　

　
「
サ
ッ
カ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」「
感
動
の
一
瞬
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
10
月
28
日
（
金
）
14
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所
　
与
野
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ル
ー
ム
（
大
）
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第
１
回
岩
槻
区
見
沼
区
合

同
サ
ロ
ン
は
、「
さ
い
た
ま

市
社
協
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
お
お
み
や
」
の
斎
藤

知
子
氏
を
お
招
き
し
て
、
他

の
区
で
開
催
さ
れ
評
判
の
高

か
っ
た
「
か
ら
だ
の
し
く
み
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。

　

岩
槻
区
か
ら
11
名
、
見
沼

区
か
ら
は
15
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

体
の
仕
組
み
を
、
各
器
官

ご
と
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
が
、
興
味

深
か
っ
た
内
容
を
い
く
つ

か
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
骨

　

今
回
の
桜
区
・
中
央
区
合

同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
は
、
訪

問
介
護
事
業
所
と
居
宅
に
お

岩
槻
区
・
見
沼
区
合
同
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
か
ら
だ
の
し
く
み　

～
私
た
ち
の
か
ら
だ
～
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
９
月
１
日
（
木
）　

15
時
00
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所
　
岩
槻
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　

会
議
室

桜
区
・
中
央
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン　

　
「
訪
問
介
護
事
業
所
と
の
交
流
会
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
９
月
16
日
（
金
）

開
催
場
所
　
さ
い
た
ま
市
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト　

第
２
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

は
人
間
の
体
を
形
作
り
支
え

る
と
と
も
に
、
内
臓
を
保
護

し
て
い
る
。
生
ま
れ
た
と
き

は
３
５
０
個
も
の
骨
が
あ
る

が
、
成
長
と
と
も
に
く
っ
つ

い
て
い
き
、
18
歳
頃
に
は

２
０
６
個
に
な
っ
て
し
ま

う
。
骨
折
箇
所
で
多
い
の
は
、

肋
骨
、
手
首
、
大
腿
骨
、
背

骨
で
あ
る
。

　

心
臓
は
１
分
間
で
約
５

リ
ッ
ト
ル
も
の
血
液
を
体
中

に
送
り
出
し
て
い
る
。
一
日

約
７
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
。
風

呂
30
杯
分
に
相
当
す
る
と
い

う
。
握
り
こ
ぶ
し
一
つ
ほ
ど

の
大
き
さ
の
臓
器
で
あ
る
が
、

一
時
も
休
ま
ず
動
き
続
け
る
。

ま
た
、
携
帯
電
話
の
電
波
が

心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
に
、

悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ

て
き
た
が
、
実
際
に
は
影
響

は
な
い
と
の
こ
と
。
し
か
し
、

心
因
的
に
具
合
の
悪
く
な
る

人
も
い
る
の
で
、ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
装
着
者
の
近
く
で
の
携

帯
電
話
の
使
用
は
配
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

血
管
は
動
脈
、
静
脈
、
毛

細
血
管
に
分
け
ら
れ
て
い

る
。
動
脈
は
体
の
深
い
と
こ

ろ
に
あ
り
、
目
に
見
え
る
の

は
ほ
と
ん
ど
静
脈
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
血
管
を
つ
な
げ
る

と
、
な
ん
と
地
球
２
周
半
の

長
さ
に
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ル
ン

カ
テ
ー
テ
ル
、
気
管
切
開
、

胃
ろ
う
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
生
活
習

慣
や
体
の
心
配
事
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
っ
た
が
、
一
つ

一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ

い
た
。
私
た
ち
の
か
ら
だ
の

事
を
知
る
良
い
機
会
と
な
っ

た
。

声
か
け
し
交
流
と
情
報
交
換

を
行
っ
た
。

　

訪
問
介
護
事
業
所
は
７
事

業
所
14
名
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

責
任
者
等
が
、
ま
た
ケ
ア
マ

ネ
は
17
名
が
参
加
し
、
日

頃
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合

い
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と

な
っ
た
。

　

ま
ず
簡
単
な
自
己
紹
介
の

あ
と
緊
張
を
和
ら
げ
る
た
め

〇
×
ゲ
ー
ム
を
行
っ
た
。
ケ

ア
マ
ネ
か
ら
の
質
問
に
対
し

訪
問
介
護
事
業
所
の
方
に

「
〇
」
か
「
×
」
の
札
で
答

え
て
い
た
だ
く
。「
苦
手
な

ケ
ア
マ
ネ
が
い
る
！
？
」
と

い
う
質
問
で
は
札
を
出
し
あ

ぐ
ね
、
笑
い
を
誘
い
和
や
か

な
空
気
が
流
れ
た
。　

「
コ
ー
チ
ン
グ
」
が
大
切
で

あ
る
。

　

ご
利
用
者
に
対
し
心
を
開

き
、
相
手
の
言
葉
に
き
ち
ん

と
耳
を
傾
け
、
気
持
ち
を
受

け
入
れ
る
。
孔
子
の
言
葉

に
「
徳
は
孤
な
ら
ず 
必
ず
隣

あ
り
」（
人
の
為
、
社
会
の

為
に
と
や
っ
て
い
る
と
人
が

寄
っ
て
く
る
）
と
の
言
葉
を

い
た
だ
き
、
ご
利
用
者
、
介

護
者
へ
の
関
わ
り
方
の
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感

じ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
も
11
人
＋
監

督
、
コ
ー
チ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
も
ご
利

用
者
、
介
護
者
、
行
政
、
事

業
者
、
地
域
と
連
携
を
持
ち
、

取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー

と
共
通
す
る
部
分
が
多
く
あ

る
こ
と
を
感
じ
た
。

　

今
回
の
講
義
で
、
人
と
の

関
わ
り
方
、
見
方
な
ど
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
人
ら

し
さ
、
個
性
を
尊
重
し
て
い

く
、
ご
利
用
者
、
介
護
者
の

気
持
ち
に
添
え
る
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
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ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務
に

と
っ
て
各
関
係
機
関
と
の
連

携
は
不
可
欠
。
連
携
の
中
に

は
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療

機
関
、
近
隣
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
た
だ
必
ず
連
携
す
る
の

に
実
は
な
か
な
か
話
す
機
会

が
少
な
い
と
こ
ろ
が
行
政
機

関
だ
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
監
査
の
時
や
住
宅
改
修
、

認
定
調
査
の
際
に
注
意
や

指
導
を
受
け
る
ば
か
り
で
苦

手
意
識
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

そ
こ
で
浦
和
区
ケ
ア
マ
ネ

サ
ロ
ン
で
は
、
行
政
職
の

浦
和
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
行
政
と
の
意
見
交
流
会
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
10
月
24
日
（
月
）
10
時
00
分
～
12
時
00
分

開
催
場
所
　
埼
玉
会
館　

５
階　

５
Ｂ
会
議
室

　

そ
こ
で
各
事
業
所
か
ら
特

色
を
は
じ
め
職
員
体
制
・
自

立
支
援
法
対
応
の
有
無
・
自

由
契
約
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

い
ず
れ
も
研
修
や
職
員
間
の

情
報
共
有
、
ケ
ア
マ
ネ
と
の

連
携
な
ど
に
力
を
注
い
で
い

た
。

　

そ
の
後
、
区
ご
と
に
分
か

れ
て
通
院
介
助
に
お
け
る
院

内
介
助
の
考
え
方
、
家
族
同

居
世
帯
の
家
事
援
助
、
ケ
ア

マ
ネ
か
ら
訪
問
介
護
事
業
所

に
休
日
に
連
絡
が
必
要
な
場

合
の
連
絡
の
取
り
方
、
一
般

的
な
お
む
つ
の
当
て
方
と

は
？
等
の
情
報
交
換
が
な
さ

れ
、
区
分
変
更
は
月
初
め
に

行
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望

も
あ
が
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
盛
り
上

が
り
面
白
か
っ
た
」「
普
段

は
ケ
ア
マ
ネ
と
研
修
を
行
う

こ
と
な
ど
無
い
の
で
良
い
機

会
を
得
た
」
と
感
想
が
聞
か

方
々
、
そ
れ
も
課
長
、
係

長
級
の
方
と
交
流
会
を
催

し
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話

す
こ
と
で
行
政
に
対
す
る
壁

を
取
り
外
し
て
、
円
滑
に
介

護
保
険
を
運
用
し
た
い
と
考

え
交
流
会
を
考
え
た
。
実
は

こ
の
会
は
今
年
３
月
に
開
催

す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東

日
本
大
震
災
が
あ
り
延
期
と

な
っ
て
お
り
今
回
の
開
催
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
18
名
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
集
ま
っ
た
。
そ
の

内
６
名
が
新
規
の
方
で
う
れ

し
い
限
り
で
あ
る
。

れ
た
。

　

今
回
行
っ
て
み
て
訪
問
介

護
事
業
所
同
士
で
顔
を
合
わ

す
場
面
が
少
な
い
こ
と
が
わ

か
り
、
今
後
も
事
業
所
同
士

お
よ
び
ケ
ア
マ
ネ
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
く
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
地
域
力
向
上
に
役
立
つ
と

締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

最
後
に
当
会
未
加
入
の
ケ

ア
マ
ネ
に
は
今
日
の
体
験
参

加
を
き
っ
か
け
と
し
て
入
会

の
お
誘
い
を
し
た
。
閉
会
後

も
し
ば
ら
く
の
間
、
熱
心
な

交
流
が
続
い
た
。

　

ま
ず
は
、
浦
和
区
役
所
高

齢
介
護
課
課
長　
石
田
忠
利

氏
、
介
護
保
険
係　
井
野
英

成
氏
、
高
齢
福
祉
係
係
長　

兼
山
和
夫
氏
か
ら
新
設
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
案
内

な
ど
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
普
段
な
か
な
か
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
関
わ

る
こ
と
が
な
い
「
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
」
や
「
う
ん

ど
う
教
室
」「
シ
ル
バ
ー
作

品
展
示
会
」「
介
護
者
サ
ロ

ン
」
な
ど
介
護
サ
ー
ビ
ス
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も

案
内
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク

で
審
査
会
や
担
当
者
会
議
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

質
問
な
ど
が
数
多
く
聞
か
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
解
決

し
な
く
て
も
区
の
方
の
事
情

な
ど
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」

「
普
段
は
ケ
ア
マ
ネ
業
務
の

こ
と
を
話
す
こ
と
が
な
い
。

ケ
ア
マ
ネ
同
士
で
話
せ
て
と

て
も
頼
も
し
い
」「
１
人
ケ
ア

マ
ネ
で
心
細
か
っ
た
。
情
報

交
換
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

し
て
の
横
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
感
想
が
多

く
聞
か
れ
た
。
初
め
て
参
加

し
た
方
か
ら
も
「
異
動
し
て

き
て
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
こ
の
よ
う
な
会
が
あ
り

浦
和
区
の
情
報
が
聞
け
て
と

て
も
よ
か
っ
た
。」
な
ど
、
普

段
か
ら
１
人
で
の
仕
事
に
な

り
が
ち
な
ケ
ア
マ
ネ
業
務
で

共
通
の
話
題
や
仲
間
作
り
が

で
き
た
有
意
義
な
会
で
あ
っ

た
と
感
じ
た
。

見
沼
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　
「
ケ
ア
マ
ネ
業
務
に
お
け
る
リ
ス
ク
の
再
確
認
」

　

～
事
例
を
通
し
て
の
検
討
会
～

開
催
日
時
　
平
成
23
年
11
月
16
日
（
水
）
14
時
00
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所
　
は
る
お
か
広
場
（
さ
い
た
ま
市
農
村
広
場
）

　

今
回
の
サ
ロ
ン
は
「
ケ
ア

マ
ネ
業
務
に
お
け
る
リ
ス
ク

の
再
確
認
」
を
テ
ー
マ
に
、

事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
各
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り
対
応
や

改
善
点
な
ど
の
言
葉
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
リ
ス
ク
に
関

し
て
の
認
識
の
再
確
認
を

行
っ
た
。

　

い
く
つ
か
の
事
例
の
う

ち
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
事

故
の
対
応
に
つ
い
て
多
く
の

意
見
が
聞
か
れ
た
。

　

男
性
、
86
歳　

訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
中
の
足
浴
時

に
、
熱
湯
が
右
足
に
か
か
り

火
傷
を
負
っ
た
。
介
護
者
が

居
宅
に
連
絡
し
た
が
担
当
者

不
在
。
訪
問
介
護
事
業
所
の

対
応
が
遅
い
、
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
も
事
業
所
と
介
護

者
（
ご
家
族
）
に
対
応
を
委

ね
た
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
変

更
に
対
し
、
決
ま
る
ま
で
は

既
存
の
事
業
所
を
利
用
し

た
。
介
護
者
の
不
信
感
が
強
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埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー

歯
科
衛
生
士
の
大
久
保
喜
恵

子
氏
に
よ
る
研
修
会
。「
何

故
、
口
腔
ケ
ア
が
必
要
な

施
設
介
護
支
援
専
門
員
研
修
の
報
告

　
「
23
年
度
第
２
回
研
修
会
」

開
催
日
時
　
平
成
23
年
９
月
17
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所
　
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー　

作
業
療
法
室
（
中
央
区
）

く
な
り
、
介
護
者
自
身
が
苦

情
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
な
ど

に
連
絡
を
直
接
行
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
区
役

所
か
ら
の
連
絡
が
遅
れ
て

入
っ
た
。
介
護
者
が
「
体
調

不
良
に
な
っ
た
」
と
の
理
由

で
、
介
護
者
自
身
の
損
害

賠
償
の
相
談
あ
り
。
参
加
者

に
状
況
を
加
味
し
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
対
応
、
立
ち
位
置

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

平
成
23
年
度
　
さ
い
た
ま
市
「
介
護
の
日
」
フ
ェ
ス
タ

　

～
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
～

開
催
日
時
　
平
成
23
年
11
月
11
日
（
木
）
13
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所
　
プ
ラ
ザ
ノ
ー
ス
（
北
区
）

　

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　

介
護
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
、
介
護
従
事
者
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
及
び

介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
等

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
国
民
へ
の
啓
発
活
動
を

重
点
的
に
実
施
す
る
た
め
の

日
と
し
て
厚
生
労
働
省
が
定

め
た
日
で
あ
る
。「
い
い
日
、

い
い
日
」
と
覚
え
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
語
呂
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今

き
た
。

　

後
半
は
、
講
師
の
指
導
の

も
と
、
全
員
が
参
加
し
て
口

腔
体
操
を
行
っ
た
。
お
な
じ

み
の
パ
タ
カ
ラ
体
操
な
ど
も

説
明
を
受
け
な
が
ら
体
験
し

た
こ
と
で
、
そ
の
意
義
を
理

解
し
知
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

定
員
以
上
の
申
込
み
が
あ

り
、
急
遽
会
場
を
変
更
し
て

の
研
修
会
と
な
っ
た
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「（
口
腔

体
操
の
）
実
習
が
特
に
参
考

に
な
っ
た
」「（
施
設
で
も
）

実
際
に
今
日
か
ら
行
っ
て
み

ま
す
」
な
ど
、
う
れ
し
い
意

見
が
多
数
聞
か
れ
、
有
意
義

な
研
修
会
で
あ
っ
た
。

行
っ
た
。

　
「
区
役
所
が
入
っ
た
こ
と

に
よ
り
責
任
の
所
在
な
ど
判

断
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
」「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
あ
ま
り
深

く
入
り
込
ま
ず
、
距
離
を

置
く
こ
と
も
必
要
」「
な
ぜ
、

事
業
所
、
区
役
所
は
早
め
に

連
絡
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た

の
か
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
中
立
的
立
場
で
あ
る
こ

と
」「
事
業
所
変
更
に
時
間

が
か
か
っ
た
こ
と
で
介
護
者

の
負
担
が
多
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
等
、
色
々
な
意

見
が
出
た
。

　

ま
た
、
担
当
不
在
時
の

対
応
に
つ
い
て
の
質
問
に

は
、「
契
約
時
に
緊
急
時
の

対
応
と
し
て
他
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
も
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
」「
何

時
で
も
連
絡
が
と
れ
る
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
」「
１

年
も
さ
い
た
ま
市
の
主
催

で
「
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
【
さ
い
た

ま
市
『
介
護
の
日
』
フ
ェ
ス

タ
】
が
開
催
さ
れ
た
。
フ
ェ

ス
タ
に
は
、
当
協
会
を
は
じ

め
、
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
さ
い
た
ま
市
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡

協
議
会
、
さ
い
た
ま
市
老
人

福
祉
施
設
協
議
会
、
さ
い
た

ま
市
介
護
老
人
保
健
施
設
連

絡
会
の
５
団
体
が
共
催
と
し

て
参
加
し
、
雨
天
に
も
か
か

人
事
業
所
の
場
合
は
対
応
等

の
遅
れ
、
相
談
す
る
方
が
居

な
い
の
で
、
電
話
に
て
相
談

し
て
い
る
」
等
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

他
に
、「
電
話
の
対
応
が
良

く
な
い
こ
と
で
介
護
者
が
相

談
所
に
連
絡
を
し
た
」「
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
が
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
こ
と
を
良
く
言

わ
な
い
」
と
相
談
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
た
例
、「
訪
問
介
護

や
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
サ
ー
ビ

ス
に
入
り
忘
れ
る
こ
と
も
一

種
の
リ
ス
ク
で
は
な
い
か
」

と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

業
務
を
こ
な
す
内
に
、
リ

ス
ク
に
対
し
て
漠
然
と
し
た

も
の
し
か
な
く
、
こ
の
よ
う

な
サ
ロ
ン
会
を
開
催
す
る
こ

と
で
リ
ス
ク
に
対
し
て
の
再

確
認
、
意
識
が
向
く
き
っ
か

け
と
な
る
良
い
経
験
と
な
っ

た
。

の
？
」
と
題
し
、今
回
も
オ
ー

プ
ン
形
式
で
実
施
。
30
名
以

上
の
方
が
参
加
し
た
。

　

前
半
は
、
高
齢
者
の
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て
、
講
師
が
日

頃
従
事
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
実
践
の
様
子
を
ビ

デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
活

用
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

途
中
、
Ｔ
＆
Ｋ
株
式
会
社

の
方
に
よ
り
、
口
腔
保
湿
剤

「
オ
ー
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
」
の

紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
が
実

際
に
薬
剤
を
試
す
こ
と
が
で
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講
演
会　

第
１
部
は
、
高

齢
者
運
動
器
疾
患
研
究
所
代

表
理
事
、
伊
奈
病
院
整
形
外

科
部
長　
石
橋
英
明
氏
よ
り

「
足
腰
き
た
え
て
介
護
予
防

　

～
い
つ
ま
で
も
歩
け
る
力

と
膝
の
痛
み
の
お
話
～
」
に

つ
い
て
行
わ
れ
た
。

　

日
本
は
世
界
の
長
寿
国
で

あ
り
、
寝
た
き
り
・
要
介
護

者
は
急
速
に
増
加
し
て
お

り
、
要
介
護
者
の
２
割
（
女

性
は
３
割
弱
）
は
運
動
器
が

原
因
。
運
動
機
能
は
、
40
代

か
ら
加
速
し
て
落
ち
て
い
く

た
め
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）

の
要
因
に
も
な
る
。
石
橋
氏

は
、「
健
康
な
長
生
き
に
は
、

運
動
器
の
健
康
が
重
要
」
と

強
調
。
こ
の
講
演
で
は
、
ロ

コ
モ
予
防
の
講
話
だ
け
で

な
く
、
参
加
者
全
員
で
ロ
コ

モ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
ロ
コ
ト
レ
）
の
実
演
も
行

わ
れ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
１
分
間
の

「
片
足
立
ち
」
や
、「
ス
ク
ワ
ッ

ト
」
で
は
、「
大
き
な
古
時
計
」

（
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
を

す
る
た
め
に
リ
ズ
ム
を
と
り

や
す
い
た
め
）
の
歌
に
合
わ

せ
て
行
っ
た
。
ま
た
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
水
中
歩
行
、
自
転

車
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ

体
操
、
卓
球
な
ど
の
運
動
も

勧
め
て
い
る
。

　

笑
い
も
あ
り
、
実
演
も
あ

り
、
飽
き
さ
せ
な
い
内
容
は

大
変
印
象
深
く
、「
身
体
機

能
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
ロ
コ
ト
レ
を
普
段
の
生

活
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
的
な
声
が
多
数

聞
か
れ
た
。

　

講
演
会　

第
２
部
は
、
さ

い
た
ま
市
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
保
健
師　
岡
藤
智
美

氏
よ
り
「
岩
手
県
宮
古
保
健

所
で
の
派
遣
活
動
」
に
つ
い

て
行
わ
れ
た
。

　

岡
崎
氏
は
、
４
月
４
日
～

８
日
ま
で
の
５
日
間
、
被
災

地
で
活
動
さ
れ
た
。
主
な
活

動
内
容
は
、
避
難
所
の
衛
生

対
策
や
、
感
染
症
予
防
、
健

康
相
談
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

各
関
係
機
関
の
調
整
な
ど
を

行
い
、
避
難
所
の
皆
さ
ん
が
、

自
立
し
た
避
難
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

が
、
今
回
の
派
遣
活
動
の
役

割
。

　

避
難
所
生
活
で
は
、
集
団

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
た

め
、
特
に
、
感
染
症
を
予
防

す
る
こ
と
が
大
事
。
感
染
症

が
流
行
す
る
と
、
疾
患
の
あ

る
方
や
抵
抗
力
の
弱
い
方

は
、
命
に
関
わ
る
危
険
性
が

あ
り
、
健
常
者
が
動
け
な
く

な
る
こ
と
で
避
難
所
の
労
働

力
低
下
に
つ
な
が
る
。

　

避
難
所
で
の
高
齢
者
の
特

徴
的
な
反
応
と
し
て
、「
怪

我
や
病
気
に
な
り
や
す
い
」

「
睡
眠
や
食
欲
な
ど
基
本
的

欲
求
の
低
下
」「
喪
失
感
が

深
く
、
将
来
を
思
い
描
け
な

い
。
過
去
へ
の
思
い
に
ふ
け

る
機
会
が
増
え
る
」「
迷
惑

を
か
け
た
く
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
辛
さ
を
隠
し
た
り
、

支
援
を
拒
否
す
る
」「
経
験
・

知
恵
が
あ
り
、
危
機
的
状
況

を
た
く
ま
し
く
乗
り
切
る
力

が
あ
る
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

ま
た
「
認
知
症
の
悪
化
、
せ

ん
妄
の
発
症
」「
孤
立
、
ひ

き
こ
も
り
が
ち
」
な
ど
の
変

化
も
み
ら
れ
た
。

　

岡
崎
氏
は
、
避
難
生
活
で

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、「
役
割
を
持
つ
こ
と
が

大
切
、
何
も
し
な
い
で
い
る

と
体
は
弱
り
、
気
持
ち
も
落

ち
込
ん
で
い
く
の
で
、
自
分

で
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
る

こ
と
」
そ
し
て
「
一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
で
誰
か
に
話
を

す
る
こ
と
」
と
強
調
。

　

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
の
備
え
と
し
て
、「
家

の
中
の
安
全
対
策
」「
非
常

持
ち
出
し
品
の
用
意
」「
日

頃
の
交
流
」「
避
難
場
所
の

確
認
」「
避
難
訓
練
へ
の
参

加
」
等
、
日
頃
か
ら
心
が
け

て
お
き
た
い
。

わ
ら
ず
、
一
般
来
場
者
も
含

め
、
約
２
０
０
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
は
、
さ
い
た
ま

市
の
清
水
勇
人
市
長
の
ご
挨

拶
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

現
在
、
さ
い
た
ま
市
の
人

口
は
１
２
３
万
人
（
人
口
規

模
、
全
国
で
９
番
目
）、
65

歳
以
上
の
方
々
の
割
合
は
、

19
％
を
超
え
る
状
況
（
10

年
前
１
２
．
８
％
）。
10
年

後
は
26
％
、
20
年
後
は
30
％

を
超
え
、
こ
の
高
齢
化
の
ス

ピ
ー
ド
は
、
日
本
で
は
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
進
ん
で
い
く
と

予
測
さ
れ
る
。

　

さ
い
た
ま
市
で
は
、
健
康

で
安
心
し
て
、
生
き
甲
斐
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
作
り
を
目
指
し
て
お
り
、

様
々
な
事
業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

昨
年
10
月
か
ら
「
シ
ル

バ
ー
元
気
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
買
い
物
、

飲
食
、
美
容
院
、
勉
強
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
場
所
で
、
65

歳
以
上
の
方
へ
の
割
引
や
特

典
が
得
ら
れ
る
制
度
。

　

そ
し
て
今
年
の
10
月
か
ら

「
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
65
歳
以
上
の
方
が
介
護

施
設
な
ど
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
た
場
合
、
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
そ
れ
が

一
定
以
上
貯
ま
っ
た
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
奨
励
金

や
福
祉
団
体
へ
の
寄
附
に
交

換
で
き
る
制
度
。

　

清
水
市
長
は
、「
人
間
の

幸
せ
は
や
は
り
健
康
で
、
そ

し
て
長
生
き
が
で
き
る
こ

と
」
そ
の
た
め
に
は
、「
健

康
で
元
気
で
長
生
き
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
作

り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
安

全
、
安
心
作
り
、
急
激
に
進

む
高
齢
化
の
中
、
私
た
ち
は
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
皆
さ
ん
と

連
携
を
し
な
が
ら
地
域
の
中

で
支
え
合
い
、
絆
を
作
っ
て
、

こ
の
高
齢
化
時
代
を
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ら
れ
た
。
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ちょっと   coffee  break

　季節は秋から冬になり、事務所の近所の木々は紅葉し、
落ち葉の掃除が忙しくなっています。イチョウは黄色に
紅葉するのが遅く、黄色く色づくといっぺんに葉が散る
そうです。どさっと音がするくらい一晩で落葉するそう
です。桜と似たところがありますね。
　自分事ですが、９月から市民後見人の講座に、東京大
学に月 2 回講習を受けに行ってます。
　イチョウ並木と安田講堂を目の前にして、昔学生運動
で放水を受けてテレビに映っていたのが目の前にある
と、思っていたより小さいことに驚いたり、校舎が古く
なり時間の経過がはっきりわかります。小学生だった自
分が 50 代の中年おばさんです。
　さて後見人についてですが、高齢者が詐欺に騙されて、
大事な老後の資金がとられてしまうことで、生きる意欲
がなくなってしまうことが問題になっています。
　実はわたくしの利用者さんも、８年前に定期を解約し
て 200 万円送金してしまい、騙されたとわかり「自分は
ばかだ」と激しく落ち込んで、その後病状も悪化して半
年くらいで逝去してしまうことがありました。銀行でも、

「息子さんが同居しているなら帰宅してから直接渡して
いいのではないか」といわれたそうですが、銀行の閉店
時間が近かったので、あわててしまい、今しないと間に
合わないと無理やり振り込んだそうです。
　お金が無くなったこともショックですが、自分の判断

会員Ｈ

の甘さに嫌になったと話していました。いつまでも自分
はしっかりして、親の役目を果たせると考えていたのが、
息子に怒られてしまい、嫁に対しても立場逆転で居所が
なくなり、布団からでなくなってしまいました。
　人生は最後まで人の世話にならないことがいいこと、
自己決定できなくなったらおしまいで、人ではないよう
な風潮が多くなっています。先日も息子様が、人はどう
やって死ぬのですかと聞かれて、なんて答えればいいの
か無言になってしまった自分がいました。
　自然な老化、自然な死ということが世の中から隔離さ
れていることを感じます。
　以前学生だったときに、「生きる事は死ぬ事である」
と聞いてさっぱりわからないと思いましたが、今は生と
死は連続していて生きたことがその人の最後になって歴
史になります。最近はなんとなくわかるような気持ちに
なりました。人生の最後にこのような、ショックなエピ
ソードが起こることをできる限り防いでいくためにも、
後見人制度が日本に根付くようになると、私たちも安心
した老後が迎えられると思いませんか。桜やイチョウも
最後は人や大地が落ちた葉をあと片付けしています。最
後は必ず、自分以外の人のお世話になります。どの人が
最後を手伝ってくれるかわかりませんが、生きてくる道
で、最後を手伝ってくれる人がいる人生を送りたいです
ね。

あとがき
　松のうちのにぎわいも過ぎて、おとそ気分から抜ける頃となりました。
　今年は、さいたま市介護支援専門員協会　創立 10 周年を迎えます。通常総会及び記念式典の日程が決まり
ましたのでご案内致します。　
　ぜひ、足をお運びくださいますようよろしくお願い致します。

事 務 局 よ り
会員の住所・事業所等登録事項に変更があった場合や入会・退会希望の場合は事務局までご連絡ください．
　　　　さいたま市介護支援専門員協会　事務局　野﨑・西間木
　　　　（社福）さいたま市社会福祉協議会　大宮サービスセンター
　　　　電話番号　048 － 645 － 7470　　　　　FAX　048 － 645 － 7500

ちょっと   coffee  break

 

平成24年度　さいたま市介護支援専門員協会
「通常総会　及び　創立10周年記念式典」開催日のご案内

平成24年　５月26日（土）


